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論文内容の要旨 

気管内挿管に用いる器具であるマッキントッシュ型喉頭鏡（MAC）と AirTraq(ATQ)

の比較を 3 つの臨床に則した状況を設定し、マネキンを用いて比較検討した。 

3 つの状況は、①通常挿管、②心臓マッサージ中の挿管、③心臓マッサージに頸部カ

ラーで後屈制限を加えた状況での挿管、とコントロールと緊急時を想定した。 

比較の項目は、挿管した麻酔科医による挿管の難易度評価と、挿管時間とした。 

挿管時間に有意差はなかったが、挿管の難易度評価に有差があり、ATQ が厳しい状

況ほど有用であることが示された。 

本研究は、ATQ のようなデバイスが、心肺停止時などの挿管困難状況で 

有用であることを示したものある。 
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